
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・教職員間でのマイプランを共有するとと
もに、校内研修等での取組の促進を図
る。 B

・各自が取り組んでいるが、日々の実
践に追われ、共通理解というところまで
には至っていない。
・校内研究の授業実践の積み重ねによ
り、教師の指導力が向上している。

B

・授業実践、研究会等の取組により、共
通理解度は深まったものの、実践意欲
については、高まっていない面も見られ
た。

B

・日頃から子供たちが学びやすい環境づくり
にご尽力いただいていることに感謝している。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任

○意欲的に取り組む児童の育成

○「活用問題ができる力」が身につく授
業の実践

○「学校は個に応じた指導をしている」と
回答した保護者８０％以上
○１２月の佐賀県小・中学校学習状況調
査の「記述式」問題において、正答率５
０％以上

・児童の実態把握と個に応じた指導を充
実させるための時間を設定する。
・条件に沿って授業のまとめをしたり、作
文をしたりする活動に各単元１回以上取り
組ませる。（例：50字以内で、キーワードを
使って、自分の考えを入れて 等） B

・いまりっこタイム等を利用して、やり直
しや習熟の時間を確保できている。
・１問１０点の記述式評価問題を各期に
２問取り組み、テストとして意識させるこ
とで、児童の意欲を高めている。
・学習状況調査の問題（国算）を月に１
問ずつ宿題プリントで出し、見慣れない
出題形式の問題に解答する練習がで
きている。

B

・記述式の問題に取り組ませる機会を
増やしたことで、児童の意欲やスキル
が高まり、学習状況調査の結果では、
５・６年生が県平均を上回ったが、４年
生は、県平均を下回っていた。

B

・苦手だけど１問でも理解できたということが
興味から意欲へと進んでいくのではないか。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任

●「根っこの教育」の充実
　　～「３つのあふれる」を中心に～

○「感謝の言葉や思いやりの言動が増
えた」と回答した保護者８０％以上
○「市作成の『いのちの教育指導資料』
と『伊万里っ子しぐさ』を積極的に活用し
ている」について、肯定的な回答をした
教師７０％以上

・各学年の企画書の中に具体的方策を明
記し実践していく。
・市作成の「いのちの教育指導資料」と「伊
万里っ子しぐさ」を年間指導計画に位置づ
け活用を推進する。

B

・各学年でそれぞれの具体的方策をも
ち、実践している。
・代表委員会で「明るいあいさつをしよ
う」という取り組みをしたことで、意識が
高まった。
・「いまりっこしぐさを積極的に活用して
いる」では毎朝全校放送にて行動を啓
発している。

B

・児童アンケートから「友達のいやがる
ことを言わないようにしている」は約９
０％だった。
「進んで挨拶をしている」は約８９％だっ
た。
・教師からは約６６％が肯定的な回答で
あった。
・「いのちの教育指導資料」「伊万里っ
子しぐさ」の活用を引き続き呼びかけて
いきたい。

B

・心からありがとうやごめんなさいお親子でも
言えているのかと思うし、本音で話ができてい
るだろうか。

・道徳教育推進教師
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができている」と肯
定的に回答した教員８０％以上

・いじめの対応についての研修を適宜行
い、職員の意識を深めていく。

B

・いじめの未然防止のための「自問掃
除」、「挨拶」、および全職員の細やか
な声かけを行い、気づいたことを情報
交換することができた。
・教師の人権感覚を磨くための研修
や、お互いを大切にする学級の風土つ
くりの研修などについて考えたい。

B

・教師の人権感覚を磨くための研修
や、お互いを大切にする学級の風土つ
くりの研修などについて考えたい。
・自問掃除の日々の目標を、子供では
なく大人（教員）が率先して行動するよ
うなものにした。児童は大人の姿を見
て、気持ちの良い態度を身につけ始め
ている。

C

・どこまでその子の心に響くのか、入っていく
のかというところが難しい。

・人権・同和教育主任
・生徒指導主任
・各学年主任

◎全校児童が、地域とつながる行事等
へ参加し、郷土愛を育む教育活動

○「自分の住む町が好きである。」につ
いて、肯定的な回答をした児童９０％以
上

・地域の教育資源や人材を活用した教育
活動（体験活動）を実施したり、地域とつな
がるプロジェクトを実施したりする。

B

・「トンテントンを盛り上げよう」をテーマ
に全学年で取組を行った。3年ぶりとい
うこともあり、初めて取り組む職員もい
たが、全学年前向きに取り組むことが
できた。「テカピカ運動」は、メディアによ
る放映もあり、周知することができた。

B

・「自分の住む町が好き。」「だいたい好
き」と答えた児童が約９２％であった。ト
ンテントン学習会を継続して行ってき
て、児童も楽しみにしている。出番町以
外の児童も祭りへの参加の意欲が高
まっている。今後も地域を知り誇りに思
う児童を育てていきたい。

A

・地域のおじいちゃん、おばあちゃんとのかか
わりが大切だと思う。
・コロナ対策についても行動制限が順次緩和
されていくと思うので、地域とのつながりを深
まるようになっていくことを願っている。

・教頭
・各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と肯定的
に考える児童９５％以上

○朝食をとって登校する児童９５％以上

・生活状況調査、食に関する意識調査を
実施し、適宜指導していく。

・保健だよりを発行する。

B

・生活状況調査、食に関する意識調査
を実施し,97％の児童が「健康に食事は
大切である」と肯定的に考えている。
・「朝食を食べて登校する」児童が９
２％、「時々食べる」が４％。昨年度より
やや改善している。

B

・「健康に食事は大切である」答えてい
る児童が98％。前回より若干の意識向
上があった。　　　　　　　　　　　　・「朝食
を摂らずに登校する」が9％で、うち毎
朝欠食しているが3％。親が寝ていて自
分で起きて登校している家庭もあり、改
善は難しいと思える。　　　　　・給食は
ほぼ残菜なく、完食することが多い。

B

・親が子供たちが食べるものは何でもいいと
思っている家庭もある。調理実習を通して自
分で作る経験をして学ぶことが大切だと思う。

・保健主事
・学校栄養職員
・食育推進担当者

○「運動習慣の改善や定着化」 ○外遊びをよびかけ、運動場で毎日遊
ぶ児童７０％以上

・昼休みの外遊びの励行や、職員自身も
運動に親しむ意識を向上させるような取
組を保体部が中心になって行う。

B

・朝からたくさんの児童が外に出て、元
気に体を動かしている。
・持久走月間を長くしたことで、体力の
向上や外に出て体を動かすきっかけを
促すことができた。

C

・「昼休みなど、運動場で遊んでいる」と
答えていた児童が66％だった。外に出
て遊んでいる児童の固定化が進んでい
る。計画的に体育行事を盛り込むこと
で、外に出て活動する意識を高めた
い。

B

・体を動かすということは大切で、心も前向き
になると思います。

・体育主任（保体部）

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・啓成中校区コミュニティスクールの活動（地域との連携活動）に取り組んでいることで、地域への貢献度の向上を目指している。
・不登校傾向(登校しぶりなど）児童や気になる児童については、全職員で共有し、校内における支援体制の強化を図っていくことを共通理解した。また、関係機関（SC、SSW、市福祉課等）との連携も今後も深めていく。
・保護者のアンケートの結果より、「子どもたちは、自分から進んであいさつをしているか」、「宿題に目を通しているか」等の回答率が低かったので、家庭での教育の役割等について育友会と連携しながら啓発していく。
・「働き方改革」について、教職員の中での意識を高めていけるように、具体策を講じ、よりよい職場づくりを目指す。

２　学校教育目標
 『　輝け！　伊万里小  』
  　○ 一人ひとりが伸びる学校
　　○ 笑顔と活気にあふれる学校

３　本年度の重点目標

　―『きらきら伊万里っ子プロジェクト』の推進 ―　＜７つの目標の具現化＞

　○ 返事が響く　　　　　　　　　　　　○ 感謝の言葉があふれる

　○ 挨拶が響く　　　　　　　　　　　　○ 思いやりにあふれる

　○ 明るい声と歌声が響く　　　　　　　○ 笑顔があふれる　　　　　　　○ 活気にあふれる

学校名 伊万里市立伊万里小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価



様式１（小・中）
●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限の遵守

・定時退勤日を設定する。
・部活動（コーラス部）の休養日を設定す
る。

B

・毎週金曜日を「定時退勤日」に設定
し、職員室前面の黒板や入り口にカー
ドを掲示し呼びかけを行い、意識する
職員が増えた。しかし、まだ、時間外勤
務が長くなる職員もおり、業務の効率
化も含め指導を続けていきたい。
・コーラス部は、毎週水・金・日と休養日
を設け、徹底することができた。

B

・全職員の時間外勤務時間に対する意
識が少しずつ変わってきて、退勤時刻
が早くなってきた職員が増えてきた。た
だ、定時退勤日の徹底がまだまだであ
る。
・業務の効率化について、意識を高め
るようにさらに職員へ働きかけていきた
い。
・部活動（コーラス部）の休養日はきち
んと設定した。

B

・先生方の業務はよく分かりませんが、大変だ
と思い、心配している。

・管理職

○学校行事や業務内容等の改善 ○「働き方改革ができている」について、
肯定的な回答をした教員７０％以上

・校内・校外行事の見直しや通知表（あゆ
み）の作成について検討、改善していく。

B

・通知表（あゆみ）については、あゆみ
作成ソフトの活用や，校内LANの中に
各学年の資料を入れてお互い利用する
ようにしている。
・あゆみ作成を前期と後期の２回にす
ることで，学期末の繁忙感が少しは軽
減されている。
・職員会議のペーパーレス化も定着し
てきて、効果を奏している。各部会の中
で行事等の見直しも行われており，業
務内容等の改善が図られてきている。

B

・学年団同士でこれまでに蓄積してきた
資料のデータ等をお互いに、交換し合
うことによって効率化が図れていると感
じる。ＩＣＴを有効活用し、効率化を図り
たい。今後更に業務内容を見直してい
きたい。また、タイムマネジメントの必要
性等も問うていきたいと思う。
・行事等については，昨年度までの反
省をもとに検討し改善を図った。今後も
職員の意見を取り入れながら，行事の
内容等を精選していきたい。

B

・教職員に対して働き方改革が求められてい
るため、メリハリのある対応をしてほしい。

・管理職
・教務主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 、

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○「きらきら伊小っ子プロ
ジェクト」の推進

○７つの具体的な目標の実践
・返事が響く　　　　・挨拶が響く
・明るい声と歌声が響く
・感謝の言葉があふれる
・思いやりにあるれる
・笑顔があふれる　　・活気にあふれる

○「返事や挨拶がきちんとできている」と
回答した児童９０％以上
○「『ぽかぽか言葉』や『ありがとう』がよ
く言えるようになった」と回答した児童８
０％以上

・７つの目標について、校内やコミュニティ
センター等に掲示する。
・「ぽかぽか言葉運動」と「ありがとう運動」
を展開する。

B

・７つの目標を全教室や校内の目につ
きやすいに掲示し、意識化を図った。全
員が意識しながら取り組むことができて
いる。
・児童の挨拶が声が元気になってき
た。」という地域の方からの声を聞くよう
になってきた。
・代表委員会により全校で取り組んだこ
とで、「児童は、『ぽかぽか言葉』や『あ
りがとう』等、思いやりの言葉を使おうと
いう意識が高まった。

B

・返事や挨拶が「できている」「大体でき
ている」と答えた児童が約８８％とR3と
同じ割合になった。
・「児童は、返事や挨拶がきちんとでき
ている」と回答した教員は約７２％と
なった。
・「ぽかぽか言葉」や「ありがとう」が「よ
く言える」「大体よく言える」児童が約９
０％。

A

・「しましょう」と呼びかけるだけでなく、これが
習慣として身に付いてほしい。社会に出て分
かります。

・各学年主任
・教頭

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○「特別支援に関する専門性が向上し
た」と肯定的な回答をした教員７０％以
上

・特別支援に関する研修会を実施する。
・ケース会議を開催したり、情報共有の機
会を設定したりする。

B

・特別支援教育に関する研修を開き、
発達障害への理解や通常学級におけ
る支援の方法について、理解を深める
ことができた。
・ケース会議を4回実施し、その時だけ
でなく継続的な支援の在り方について
考えることができた。

B

・気になる子研、ケース会議、巡回相談
などを適宜することで、児童理解や具
体的な支援方法を共通理解することが
できた。
・「特別支援に関する専門性が向上し
た」と回答した教員が９３％となった。

B

・特別支援教育について、学校の実情が大変
気になっている。

・特別支援コーディネーター
・教育相談主任

○地域・保護者との連携

○家庭での役割や責任を明確にしてい
く
○コミュニティ・スクールの周知と連携活
動の推進

○家庭での教育についてのアンケート
（特に、朝食、家庭学習、あいさつ）の回
答が、昨年度結果以上
○コミュニティ・センター行事や地域行事
への参加率が一昨年度以上

・家庭学習アンケートを実施し、実態を把
握したり、「家庭学習のすすめ」を発行した
りする。
・コミュニティ・センター行事や地域行事へ
の参加を促す。 B

・家庭学習アンケートを12月に実施し、
現在分析中である。
・コロナ禍の中、できる範囲での行事の
参加を勧めている。制限がある中、学
年行事等、実施できている。

B

・家庭学習アンケートを12月に実施し、現
在分析中である。分析結果をもとに次年
度の校内研につなげ、生かしていきたい。
・コロナ禍の中、できる範囲での行事の参
加を勧めている。少しずつではあるが、実
施形態を工夫し活性化していきたい。

B

・忙しいを理由にせず、貴重な時間、機会を失
わないようにしたい。今、何が大切なのかに気
付くような活動を期待している。

・校内研（家庭学習部）
・育友会担当者

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍の状況が続き、学校の様子を保護者や地域の方々に実際に見ていただく機会がなかなか持てない状況である。来年度は、コロナ禍状況次第ではあるが、自粛していた取り組みについて、業務改善の視点を持ちながら、地域と繋がる活動を活性化していく。
・「健康体つくり」の「運動習慣の改善や定着化」の評価が低かった。外に出て遊んでいる児童の固定化が進んでいる。計画的に体育行事を盛り込むことで、外に出て活動する意識を高めたい。
・「いじめの未然防止、早期発見、対応」については、今後も職員の意識をさらに高めていく。
・啓成中学校区のコミュニティ・スクールが始まって２年が経過した。今後、地域との連携を進め、深めるための手立てを考え、行っていきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進


